
令和６年１月３０日 

小平市教育委員会教育長 殿 

 

小平市立小平第十二小学校給食運営委員会 

委員長   岩井 純一郎 

 

 

令和５年度 小平市立小平第十二小学校給食運営委員会（第１回）について 

 

 

このことについて下記の通り報告します。 

 

記 

日時 ：令和５年１２月５日（火） 午後０時２０分から午後１時まで 

会場 ：小平第十二小学校 家庭科室 

出席者：    １０名 

傍聴者：     ０名 

 

会議の概要 

１ 校長挨拶 

本日は、給食運営委員会にお集まりいただきありがとうございます。様々な立場か

らよりよい給食の提供に向けてご意見や試食のご感想をお聞かせいただければあり

がたい。 

毎日栄養士が発行しているおいしいな通信を通して、大人も献立の意味を知るこ

とが多い。１０月の読書月間には、絵本に登場する料理を給食で提供し、併せて絵本

の展示など食育を実践している。 

 

２ 委員紹介（自己紹介） 

 

３ 試食 

  （栄養士）本日の献立説明 

今年度は給食費に市補助金が補填されているので、果物の提供や単価の高い魚料

理など内容の充実に有効活用している。 

 

 

 



４ 事務連絡 

（１）教育委員会より 

（学務課長） 

この給食運営委員会は、保護者、受託事業者、学校教職員、教育委員会が一堂に会

して試食を行い、給食についてご理解いただき、改善に向けてのご意見等をお聞かせ

いただく場としている。 

小平市内１９校の小学校のうち調理業務委託をしているのは１４校である。委託

校では、給食運営委員会を開催している。保護者の方には、本日の感想、忌憚なきご

意見やご家庭での給食に関するエピソードなどをお聞かせいただけるとありがたい。 

給食のお金に関するお知らせをさせていただく。 

一点目は、給食費についてである。現在、中学年で１食あたり２５０円を食材費

としてお預かりして給食運営を行っている。昨今の食材等物価高騰の影響から、運

営は非常に厳しい状況である。質を維持するためには、給食費の見直しをしなけれ

ばならないかと検討している。しかし、給食費の値上げをするとしても、家庭への

負担が増額とならないように二年間程度は公費での補填も併せて検討しなければい

けないと認識している。今後、役員の方を中心とはなるかと思われるが、保護者の

方のご意見を伺う機会もあるかと思う。その際はご協力をお願いいたしたい。 

二点目は、給食費の無償化についてである。小平市では、令和６年１月（令和５

年度３学期）以降、小中学校に３人在籍しているご家庭の 3 人目以降のお子様の給

食費を無償化していく方針を打ち出している。内容等今後ご案内していくこととな

る。 

 

５ 協議 

（１）学校より 

（食育リーダー） 

今年度異動してきてまず感じたのは、本校の児童は片付けまできちんとできるこ

とに驚いた。マナーについてもしっかり定着している印象がある。食育では、好き

嫌いなく、いろいろ食べるような声掛けとマナーをあわせて指導していきたい。 

昨今、食品ロスの観点から、食べ残しが着目されている。給食では、個々人の必

要量を考慮し、一律の量を配膳するのでなく、それぞれの子の必要量を配膳するよ

うにしている。食べられる子には、おかわりを進めている。そのようにすることで、

食べ残しにならないように配慮し、クラスの残菜を減らすことができている。 

食育、給食指導の方向性は、担任によって変わることないよう職員間で情報共有

をしながらすすめている。 

 

 



（２）委託業者より 

（受託事業者） 

弊社は、学校給食専門の事業者である。全国でセンター方式、自校方式の事業所を

持ち、毎日１３０万人の児童生徒へ給食提供を行っている。小平市内では７校を受託

している。会社設立より５０年以上経過しているが、食中毒事故ゼロを継続している。

今後も、安全管理、従業員の健康管理を徹底し、安全で安心した美味しい給食の提供

を行っていく。 

 

６ 質疑応答、感想等 

（保護者） 

給食では、家庭で作れないものも提供していただいている。ありがたい 

（保護者） 

給食は野菜が多いと聞いていたが、こんなに多いとは思わなかった。入学してから、

給食のおかげで野菜が食べられるようになった。苦手なものも自分から挑戦できる

ように、先生からやさしく声掛けをしていただいているようだ。 

 

 

Ｑ：今日の試食量は高学年量なのか 

Ａ：高学年でも個人差があるが、ほぼ高学年と同量である。 

 

Ｑ：帰宅後、給食が足りないという時がある。 

Ａ：同じ学年でも、クラスによって食欲のある学級では、少なく感じてしまうよう

だ。配缶量は、献立内容、クラスによって様子を見ながら変えている。今後も

注意してみるようにする。 

 

Ｑ：以前は給食でパンが多く提供されていたが、最近はごはんが多いのか。 

Ａ：主食をバランスよく提供するために、小平市では、週当たりの回数を決めて提

供している。 

 

 

 

以上 


